
Safety-Ⅰ＆Safety-Ⅱ
─ 安全マネジメントの過去と未来

安全方策を考える上で「うまくいかなくなる可能性を持つこと
（Things that might go wrong）」を取り除く（Safety-Ⅰ）のではな
く、「うまくいくこと（Things that go right）」の理由を調べ、そ
れが起こる可能性を増大させる（Safety-Ⅱ）ことが現代社会にお
いて必要になってきたと述べている。

悪い結果をもたらす原因をすべて除去すれば安全が達成され
ると考えるSafety-Ⅰであるが、IoT時代においては脅威の完全除
去は困難である。かつてのようにユーザを定義し自装置や、自
システムにおいて脅威を洗い出せたにしても不十分である。仮
に設計時にすべての脅威に対応・除去できたとしても、製品や
サービスのライフサイクル全体で脅威の変化がないとは考えに
くい。更には大震災のような自然要因、また社会要因の除去は
不可能だろう。

現代社会の安全を考えるに際しては、これらの実態に目を向
けてみることが必要であり、これに対応した安全方策がSafety-
Ⅱである。

ホルナゲル教授はSafety-Ⅰを否定はしていない。またすべて
がSafety-ⅠからSafety-Ⅱに置き換わると言っているわけではな
い。脅威の状況に柔軟に対応して安定を保つ、レジリエンス力
強化の必要性を主張している。� （遠藤秀則）

マイクロサービスアーキテクチャ

Webサービス企業を中心にいち早くサービスを開始し、ユー
ザの反応を見ながら軌道修正や機能の追加などを次々に実施し
ていくスピード感のあるサービスが求められている。そうした
流れを実現する新しいシステム・ソフトウェア開発のアーキテ
クチャスタイルであるマイクロサービス（Microservices）が注目
されている。ビジネス機能に沿って複数の小さいマイクロサー
ビスに分割してそれらを連携させることで、迅速なデプロイ、
優れた回復性やスケーラビリティを実現するという。本書はマ
イクロサービスの特徴や概念、採用する上で必要となる技術に
ついて著者の体験談やNetflixやAmazonでの事例を交えながら広
く記述されている。

技術書だと思って読み進めていたら目を引いたのが10章の「コ
ンウェイの法則とシステム設計」であった。モノリシックな世界
では開発者が運用上の懸念に無関心になってしまう傾向があり、
このような思考の開発者をマイクロサービスのプロジェクトに
アサインするのは危険だというものである。開発組織の設計に
まで解説は広がっている。

本書は、特定の言語や技術に特化していないのでマイクロサー
ビスの採用を考えていなくても新たなシステム開発のスタイル
を学ぶ書籍として、また、マイクロサービスの持つ特徴から、
本書を俯瞰することにより、アプリ／インフラそして運用の境
界なく働くことができるDevOpsエンジニアの参考書にも適して
いると感じた。� （遠藤秀則）
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